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今年度の主題聖句
喜ぶ者と共に喜び、泣く者と共に泣きなさい。
　　　　　　　　　　　　　　  （ローマの信徒への手紙  第12章15節）

 “JESUS AND US”
　日　程　１２月３日（土）    開　場　１６時３０分　  開　演　１７時００分
　場　所　青山キャンパス　ガウチャー記念礼拝堂
　入場無料

大学ゴスペル･クワイア  クリスマス・コンサート

QRコード ▼

日　時　１２月３日（土） １４時３０分～１６時３０分
場　所　相模原キャンパス　ウェスレー･チャペル
オルガン  坂戸　真美　　ヴァイオリン  矢部　達哉
入場券　一般３,０００円、学生１,０００円   購入はこちらをご覧ください

平和の祈り  チャリティ･コンサート  
　「セザール･フランク生誕200年記念」

宗教センター問合せメールアドレス：agcac@aoyamagakuin.jp

聖歌隊、ハンドベル・クワイア、ゴスペル・クワイア、青山キリスト教学生会（ACF）、コン
テンポラリー礼拝学生奉仕に関心のある方は、宗教センター（青山間島記念館1階、相模原
ウェスレー･チャペル１階）までお申し出ください。

メンバーを募集しています

宗教センターのホームページから「キリスト教活動のしおり」を見ることができます。
https://www.aoyamagakuin.jp/outline/christ/relation.html

「キリスト教活動のしおり」をご覧ください

QRコード ▼
　キング・ジェームズ版英語聖書復刻版（宗教センター蔵）

教会史の人々 ［12］

　マザー・テレサ（本名はアグネス・
ゴンジャ・ボヤジュ）はアルバニア人
の裕福なカトリック家庭に生まれ、
アッシジのフランチェスコの影響を
うけて17歳で修道女になる決意を
しました。そして38歳までインド
のカルカッタにあるロレット修道会
の高等学校で地理の教師を務め
ました。
　しかし、ある日乗っていた汽車の中で、「修道院を出て、貧しい人々と共に住んで、
その人々を助けるように」という神からの呼びかけを聞いたと言います。それ以降、
彼女はカルカッタの貧しい人々のために全生涯を捧げました。「神の愛の宣教者会」
「死を待つ人の家」、また「ハンセン病の人たちの家」「平和の村」などを設立し、
目の前にいる貧しく困難を抱えた人々のために尽くしました。
　彼女の働きの最大の特徴は、社会福祉事業の推進といったものではなく、一人の
人のために注がれるキリストの愛の実践に他なりませんでした。それは「傷つくまで
愛すること」であり、「いくら与えたかではなく、与えることにどれだけ愛を注いだか」
ということを中心としたものでした。その愛の実践に実に多くの人々が共鳴し、現代人
に大きな希望を与え続けています。

 「マザー・テレサ」
  Mother Teresa of Calcutta（1910－1997）

　アドヴェントは「到来」を意味し、クリスマスに先立つ四週間、主イエス・キリストの誕生日

を迎える心の準備をする時です。この期間、聖壇のオルタークロスと礼拝週報の印刷は紫色

となります。この色は悔い改めを表しています。

待降節（アドヴェント＝Ａｄｖｅｎｔ）

青山キャンパス　１１月３０日（水）  大学ゴスペル･クワイア
曲  名　“There's a Praise Ringing in My Soul” （Minister G. Hunter 作詞作曲）

青山キャンパス　１１月２９日（火）  大学ハンドベル･クワイア
曲  名　“Lo, How a Rose E’er Blooming”（作曲者不詳）
指  揮　鷺　  晶 子（ハンドベル･クワイア コーチ）

礼拝奉唱・奉鐘の紹介



今週の聖句
解説：イスラエルの指導者たちは自己中心的で、国民のことを気にかけていませんでした。それは、羊飼いが羊のことを顧みないことにより、羊が散り散りになる姿と似て
います。真の羊飼いである神は、怠慢な指導者たちをその務めから退け、羊のようにさ迷う民を守り導く、と宣言されます。この旧約聖書の言葉を受けて、イエス・キリストは
言われます。「私は良い羊飼いである。良い羊飼いは羊のために命を捨てる。」(ヨハネ10:11)

「私は自分の群れを養い、彼らを伏させる―主なる神の仰せ。」（エゼキエル書  第３４章１５節）

青山キャンパス／ガウチャー記念礼拝堂 夕礼拝／短大礼拝堂 相模原キャンパス／ウェスレー・チャペル
（月～金・10時30分～11時）（月～金・10時30分～11時） （火・18時30分～19時）

11月28日（月）11月28日（月） 11月29日（火） 11月30日（水）
夕礼拝

12月1日（木） 12月2日（金）12月1日（木）

11月29日（火） 11月29日（火）

11月30日（水） 12月2日（金）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
讃美歌
祝　祷
後　奏

 奏楽　鷺　　晶子

（茶色） Ⅱ124（１節）
ルカ 1：78,79
　　　　（新101頁）

「平和への道」

（茶色） Ⅱ124（2節）

説教　福嶋　裕子
　　　 （大学宗教主任）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奉　唱
説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　越川伊豆美

（茶色） 238（1節）
ルカ 15：11～24
　　　　（新137頁）
大学ゴスペル・クワイア
「頑張らなくて
　　　　 良い場所」

（茶色） 542

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
讃美歌
祝　祷
後　奏

 奏楽　松浦　光子

（灰色） 418（1節）
マルコ 9：33～37
　　　　  （新78頁）
「良い会社は
　　  本社が小さい」

（灰色） 418（2節）

説教　森島　　豊
　　　 （大学宗教主任）

説教　塩谷　直也
　　　 （大学宗教部長）

司式　髙砂　民宣
説教　ウェイン・ジャンセン
　  （東京神学大学教授・宣教師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奉　鐘
説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　作井清雅子

（灰色） 235（1節）
ルカ 4：16～21
　　　　（新106頁）
大学ハンドベル・クワイア
「その日、その時」

（灰色） 25

司式　八木　隆之
説教　小林　宏和
　　　 （世田谷千歳教会牧師）

説教　大宮　　謙
　　　 （大学宗教主任）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　松浦　光子

（灰色） 457（1節）
黙示録 6：1～4
　　　　（新446頁）

「終焉の救い主」

（灰色） 28

司会　David Reedy
説教　辻川　　篤
　　　 （相模原教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　徳田　佑子

（灰色） 231（1節）
ヨハネ 1：1～18
　　　　（新160頁）
「イエス・キリスト
　　　　  ―命の光」

（灰色） 24

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（茶色） 461（1節）
マルコ 8：1～10
　　　　  （新74頁）
「遠くから来ている
　　　　　者もいる」

（茶色） 543

説教　伊藤　　悟
（学院宗教部長・大学宗教主任）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　作井清雅子

（灰色） 231（1節）
イザヤ 2：1～5
　　　 （旧1048頁）
「平和への誘い
　～もはや戦いを
　　　　　学ばない」

（灰色） 27

コンテンポラリー礼拝

聖　書

メッセージ

　　　　ワーシップ・ディレクター

詩編 23：6
　　　  （旧839頁）

「ライフイズワンダフル
　　 　　with ジーザス」
  横山　大輔
     （ゴスペルシンガー）

　　　　塩谷　達也

コンテンポラリー礼拝

聖　書

メッセージ

　　　　ワーシップ・ディレクター

Ⅰコリント 13：13
　　　  （新311頁）

「死ぬ前に聞きたい言葉
　　 　　　　  教えます」
  関野　和寛
（日本福音ルーテル 津田沼教会牧師）

　　　　塩谷　達也

聖書（旧）：旧約聖書
聖書（新）：新約聖書　
讃美歌（灰色）:讃美歌21
讃美歌（茶色）：讃美歌・讃美歌第二編

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　徳田　佑子

（灰色） 484（1節）
マタイ 7：12
　　　　  （新11頁）

「私の根底にあるもの」

（灰色） 26

司会　社3 吉田　愛実
証詞　地2 中臺野乃花

青山キリスト教学生会による礼拝
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